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『
小
学
』
よ
り
み
た
朱
子
の
孝
観
念
に
関
す
る
質
問

―
―
『
朱
熹
『
小
学
』
研
究
』
を
読
ん
で

佐
野

大
介

は
じ
め
に

二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
三
日
、
二
松
学
舎
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
日
本

中
国
学
会
第
七
六
回
大
会
の
書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
松
野
敏
之
著
『
朱
熹
『
小

学
』
研
究
』
」
に
評
者
と
し
て
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
評
者
は
三
人
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
視
点
よ
り
発
言
し
た
。
筆
者
は
孝
思
想
を
専
門
と
し
て
い

る
た
め
、
第
三
章
「
『
小
学
』
に
お
け
る
孝
」
と
第
四
章
「
孝
行
譚
の
選
択
」

と
に
関
し
て
、
著
者
で
あ
る
松
野
敏
之
先
生
に
筆
者
の
考
え
や
疑
問
点
等
を
述

べ
さ
せ
て
頂
い
た
。
以
下
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
配
付
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を
元
に
席

上
で
筆
者
が
述
べ
た
内
容
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
松
野
先
生
よ
り
頂
い
た
応
答
を

附
す
。

一
、
該
書
の
孝
研
究
に
お
け
る
意
義

朱
子
学
で
は
、
基
本
的
に
思
想
と
し
て
の
孝
に
対
し
て
冷
淡
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
「
宋
学
の
徒
、
孝
経
を
廃
し
て
…
…
」
（
荻

生
徂
徠
「
経
子
史
要
覧
」
）
、
「
朱
熹
氏
皆
孝
経
を
疑
い
、
以
て
後
人
の
擬
す
る

所
と
為
す
」
（
『
古
文
孝
経
』
太
宰
純
序
）
な
ど
と
さ
れ
る
。
『
朱
熹
『
小
学
』

研
究
』
（
以
下
、
「
該
書
」
）
で
も
、
「
宋
代
以
降
、
道
学
者
た
ち
は
「
孝
」
に

過
度
な
重
み
を
持
た
せ
な
く
な
っ
て
い
く
。
朱
熹
の
場
合
、「
仁
」「
理
」「
性
」

な
ど
の
概
念
を
強
調
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
孝
」
を
唐
代
以
前
の
よ
う
に
あ
ら

ゆ
る
道
徳
の
根
本
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
「
孝
」
は
仁
（
理
）
に
至

る
た
め
の
端
緒
、
仁
（
理
）
の
用
（
は
た
ら
き
）
と
位
置
づ
け
た
」
（
一
二
三

～
一
二
四
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
。

朱
子
自
身
が
『
孝
経
』
に
対
し
て
は
、
経
文
の
編
纂
を
行
な
っ
た
の
み
で
注

釈
を
附
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
朱
子
の
孝
観
や
朱
子
学
に
お
け
る
孝
の
理

論
は
分
明
で
は
な
く
、
こ
れ
に
対
す
る
研
究
も
こ
れ
ま
で
決
し
て
多
く
な
い
。

該
書
は
、
『
小
学
』
に
お
け
る
「
「
用
」
と
し
て
の
孝
」
を
明
ら
か
に
し
て
お

り
、
こ
の
点
で
朱
子
や
『
小
学
』
の
み
な
ら
ず
、
孝
思
想
史
研
究
に
お
い
て
大

き
な
意
義
を
有
す
る
。

『小学』よりみた朱子の孝観念に関する質問（佐野）



- 14 -

た
だ
、
「
『
小
学
』
で
は
「
父
子
之
親
」
の
話
と
し
て
、
父
母
亡
き
後
の
親

族
に
対
す
る
気
配
を
孝
の
こ
と
と
し
て
挙
げ
る
の
で
あ
る
」（
一
三
五
頁
）
、「
朱

熹
は
父
母
を
諫
め
る
こ
と
を
孝
で
あ
る
と
強
調
し
た
の
で
あ
る
」
（
一
五
七

頁
）
、
「
朱
熹
は
累
世
同
居
を
孝
の
こ
と
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
小
学
の
教
え

に
と
り
あ
げ
て
い
っ
た
」
（
一
八
〇
頁
）
、
「
そ
し
て
何
よ
り
も
明
ら
か
な
こ
と

と
し
て
は
、
朱
熹
は
「
割
股
」
を
教
え
と
し
て
説
く
つ
も
り
が
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
」
（
二
〇
九
頁
）
な
ど
、
『
小
学
』
に
あ
ら
わ
れ
た
孝
の
記
述

の
分
析
に
止
ま
り
、
こ
れ
ら
全
体
の
背
後
に
あ
る
構
造
等
、
「
朱
子
の
孝
観
」

と
い
っ
た
も
の
に
関
し
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

該
書
は
「
朱
熹
『
小
学
』
研
究
」
で
あ
っ
て
「
朱
熹
の
孝
思
想
研
究
」
で
は

な
い
た
め
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
孝
を
研
究
す
る
者
と
し

て
、
今
後
、
朱
子
や
朱
子
学
の
孝
観
と
い
っ
た
方
面
の
研
究
を
深
化
さ
せ
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

筆
者
は
書
「
評
」
を
下
せ
る
ほ
ど
大
し
た
人
物
で
は
な
い
た
め
、
以
下
、
筆

者
が
該
書
を
読
ん
で
松
野
先
生
に
教
え
を
請
い
た
い
疑
問
に
つ
い
て
羅
列
す

る
。

二
、
「
父
母
」
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
」
と
「
大
家

族
維
持
の
た
め
の
孝
」
と
の
関
係

該
書
は
、
明
倫
篇
の
「
父
子
之
親
（
孝
）
」
を
、

（
一
）
日
常
的
な
孝
養

（
二
）
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
（
第

～
第

章
）

16

20

（
三
）
父
母
に
対
す
る
諫
め

（
四
）
看
病

（
五
）
父
母
の
喪
葬
・
祖
先
祭
祀

（
六
）
通
論

の
六
種
に
分
類
し
て
い
る
（
一
二
五
頁
）
。

該
書
が
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
」
と
分
類
す
る
第

～
第

章
に

16

20

つ
い
て
見
て
み
る
と
、
第

・
第

章
に
関
し
て
は
、

16

18

內
則
曰
、
父
母
有
婢
子
若
庶
子
庶
孫
甚
愛
之
、
雖
父
母
沒
、
没
身
敬
之
不

．
．
．

衰
。
（
第

章
）
（
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
）

16

子
有
二
妾
、
父
母
愛
一
人
焉
、
子
愛
一
人
焉
、
由
衣
服
・
飲
食
・
由
執
事
、

．
．
．
．
．

毋
敢
視
父
母
所
愛
。
雖
父
母
沒
不
衰
。
（
第

章
）

16

是
故
父
母
之
所
愛
、
亦
愛
之
、
父
母
之
所
敬
、
亦
敬
之
。
至
於
犬
馬
盡
然
。

．
．
．
．
．

而
況
於
人
乎
。
（
第

章
）

18

と
、
「
愛
」
字
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
」
を

重
ん
じ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

第

章
に
関
し
て
は
、

17子
不
宜
其
妻
、
父
母
曰
是
善
事
我
、
子
行
夫
婦
之
禮
焉
、
沒
身
不
衰
。（
第

．
．
．
．
．
．
．

章
）

17

と
あ
り
、
「
愛
」
字
は
な
い
も
の
の
、
こ
ち
ら
も
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
」
に

関
す
る
言
説
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第

章
に
関
し
て
は
、

19
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舅
姑
使
冢
婦
、
毋
怠
不
友
無
禮
於
介
婦
。
舅
姑
若
使
介
婦
、
毋
敢
敵
耦
於

冢
婦
。
不
敢
竝
行
不
敢
竝
命
不
敢
竝
坐
。
（
第

章
）

19

の
、
「
舅
姑
使
冢
婦
」
「
舅
姑
若
使
介
婦
」
に
お
い
て
、
「
舅
姑
が
愛
し
て
い
る

対
象
」
に
該
当
す
る
が
、
こ
れ
は
「
愛
さ
れ
て
い
る
者
」
に
対
す
る
訓
戒
（
「
愛

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
狎
れ
て
思
い
上
が
っ
て
は
な
ら
な
い
」
）
で
あ
っ
て
、
「
愛

す
る
も
の
」
に
対
す
る
態
度
を
説
い
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
「
舅
姑
が
愛

し
て
い
る
対
象
」
と
い
う
共
通
性
か
ら
、
第

・
第

・
第

章
に
並
べ
ら
れ

16

17

18

た
も
の
か
。

第

章
に
お
い
て
は
、

20適
子
・
庶
子
、
祇
事
宗
子
・
宗
婦
。
雖
貴
富
、
不
敢
以
貴
富
入
宗
子
之
家
。

（
第

章
）

20

な
ど
と
あ
り
、
「
小
宗
の
大
宗
に
対
す
る
態
度
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

母
数
が
数
例
の
み
な
の
で
定
か
で
は
無
い
が
、
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ
の

敬
愛
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

・

・

・
（

）
と
、
「
宗
族
内
で
の
態

16

17

18

19

度
」
で
あ
る

と
は
性
質
が
異
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
「
父
母

20

の
愛
す
る
も
の
」
と
い
う
観
点
で
同
類
項
と
す
る
の
は
適
当
で
あ
ろ
う
か
。

該
書
一
三
三
頁
や
一
七
三
・
一
七
四
頁
に
お
い
て
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ

の
敬
愛
」
の
例
と
し
て
、
第

章
と
第

章
と
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

16

18

て
、
第

章
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
こ
の
こ
と
の
傍
証
と
は
な
ら
な
い
で

20

あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
該
書
は
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
」
の
「
例

話
」
と
し
て
善
行
篇
第

章
の
薛
包
の
話(

後
半)

を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、

10

「
甥
（
弟
の
子
）
と
の
財
産
分
与
に
お
け
る
配
慮
や
、
そ
の
後
も
破
産
し
た
甥

へ
の
支
援
が
記
さ
れ
る
」
（
一
三
三
頁
）
と
い
っ
た
内
容
で
、
「
『
小
学
』
で
は

「
父
子
之
親
」
の
話
と
し
て
、
父
母
亡
き
後
の
親
族
に
対
す
る
気
配
り
を
孝
の

こ
と
と
し
て
挙
げ
る
の
で
あ
る
」
（
一
三
三
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
れ

は
い
わ
ば
、
甥
へ
の
配
慮
を
、
「
己
―
父
母
―
甥
」
と
い
う
、
父
母
を
媒
介
と

す
る
関
係
と
し
て
見
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
を
気
に
す
る
の
は
、
筆
者
が
孝
の
性
質
を
「
大
家
族
・
宗
族

維
持
の
た
め
の
孝
」
と
「
父
母
に
向
け
る
孝
」
と
の
二
種
類
に
分
け
て
考
え
て

い
る
た
め
で
あ
る
（
拙
著
『
「
孝
」
の
研
究
―
孝
経
注
釈
と
孝
行
譚
と
の
分
析

―
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
第
四
部
第
一
章
「
和
漢
に
お
け
る
孝
観
念

の
異
同
」
参
照
）
。

「
父
母
の
死
後
、
遺
産
相
続
に
際
し
て
兄
弟
仲
を
維
持
す
る
」
と
い
っ
た
兄

弟
愛
に
関
す
る
モ
チ
ー
フ
が
（
父
母
が
出
て
来
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
）
孝
行
譚

と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
多
く
、

庾
袞
字
叔
褒
、
…
…
咸
寧
中
、
大
疫
、
二
兄
亡
、
次
兄
毗
復
殆
、
癘
氣
方

熾
、
父
母
諸
弟
皆
出
次
於
外
、
袞
獨
留
不
去
。
諸
父
兄
強
之
、
乃
曰
、
袞

性
不
畏
病
。
遂
親
自
扶
持
、
晝
夜
不
眠
、
其
間
復
撫
柩
哀
臨
不
輟
。
（
『
晋

書
』
巻
八
八
、
孝
友
伝
）

．
．

張
孝
張
禮
、
家
貧
兄
弟
二
人
。
禮
養
母
拾
菜
於
路
遇
賊
。
將
烹
食
之
。
禮

云
乞
回
家
供
母
早
食
却
來
就
死
。
孝
聞
自
詣
賊
曰
。
禮
瘦
不
如
孝
肥
。
願

代
弟
命
。
禮
曰
、
禮
本
許
殺
、
勿
殺
吾
兄
。
賊
見
二
人
孝
義
、
倶
捨
之
。

（
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
張
孝
張
礼
）

．
．
．
．

『小学』よりみた朱子の孝観念に関する質問（佐野）
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田
眞
田
慶
田
廣
、
兄
弟
三
人
、
欲
分
財
産
。
堂
前
有
紫
荊
一
株
、
花
葉
茂

盛
。
夜
議
折
分
爲
三
。
暁
即
憔
悴
。
乃
眞
泣
曰
、
樹
本
同
根
、
聞
分
尚
如

此
。
人
何
不
如
也
。
兄
弟
由
是
不
復
分
焉
。
（
『
孝
行
録
』
田
真
諭
弟
）

．
．

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、「
妻
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
兄
弟
の
分
裂
を
防
ぐ
」

と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
孝
と
認
識
さ
れ
、

劉
君
良
、
瀛
州
饒
陽
人
。
四
世
同
居
、
族
兄
弟
猶
同
産
也
、
門
内
斗
粟
尺

帛
無
所
私
。
隋
大
業
末
、
荒
饉
、
妻
勸
其
異
居
、
因
易
置
庭
樹
鳥
雛
、
令

鬬
且
鳴
、
家
人
怪
之
、
妻
曰
、
天
下
亂
、
禽
鳥
不
相
容
、
況
人
邪
。
君
良

即
與
兄
弟
別
處
。
月
餘
、
密
知
其
計
、
因
斥
去
妻
、
曰
、
爾
破
吾
家
。
召

兄
弟
流
涕
以
告
、
更
復
同
居
。
（
『
新
唐
書
』
巻
一
九
五
、
孝
友
伝
）

．
．

朱
明
者
、
東
都
人
也
。
有
兄
弟
二
人
。
父
母
沒
後
、
不
久
分
財
、
各
得
百

萬
。
其
弟
驕
慢
、
早
盡
己
分
、
就
兄
乞
求
。
兄
恆
與
之
。
如
之
數
度
、
其

婦
忿
怒
、
打
罵
小
郎
。
明
聞
之
曰
、
汝
他
姓
女
也
。
是
吾
骨
肉
也
。
四
海

之
女
、
皆
了
爲
婦
、
骨
肉
之
復
不
可
得
。
遂
追
其
婦
、
永
不
相
見
也
。（
船

橋
本
『
孝
子
伝
』
）

．
．

な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
孝
行
譚
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
孝
の
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
も
の
か
は
分
明
で
な
い
が
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
『
小
学
』
に
も
、

及
其
壯
也
、
各
妻
其
妻
、
各
子
其
子
、
雖
有
篤
厚
之
人
、
不
能
不
少
衰
也
。

娣
姒
之
比
兄
弟
、
則
疎
薄
矣
。
今
使
疎
薄
之
人
而
節
量
親
厚
之
恩
。
猶
方

底
而
圎
蓋
、
必
不
合
矣
。
唯
友
悌
深
至
、
不
為
傍
人
之
所
移
者
免
夫
。（
嘉

言
第
五
）

繆
肜
少
孤
、
兄
弟
四
人
、
皆
同
財
業
。
及
各
取
妻
、
諸
婦
遂
求
分
異
、
又

數
有
鬭
争
之
言
。
肜
深
懐
忿
嘆
、
乃
掩
戶
自
撾
曰
、
繆
肜
、
汝
脩
身
謹
行
、

學
聖
人
之
法
、
將
以
齊
整
風
俗
。
奈
何
不
能
正
其
家
乎
。
弟
及
諸
婦
聞
之
、

悉
叩
頭
謝
罪
、
遂
更
為
敦
睦
之
行
。
（
善
行
第
六
）

な
ど
と
見
え
る
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
『
礼
記
』
に
、

子
云
、
睦
於
父
母
之
黨
、
可
謂
孝
矣
。
故
君
子
因
睦
以
合
族
。
（
『
礼
記
』

坊
記
）

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
土
の
孝
が
、
単
に
親
だ
け
に
対
す
る
徳
目
で
は
な
く
、
兄

弟
や
党
（
一
族
）
と
の
関
係
の
維
持
強
化
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

『
小
学
』
も
、

兄
弟
者
、
分
形
連
氣
之
人
也
。
方
其
幼
也
、
父
母
左
提
右
挈
、
前
襟
後
裾
、

食
則
同
案
、
衣
則
傳
服
、
學
則
連
業
、
遊
則
共
方
、
雖
有
悖
亂
之
人
、
不

能
不
相
愛
也
。
（
嘉
言
第
五
）

と
、
特
に
父
母
を
媒
介
と
し
な
い
、
兄
弟
間
の
直
接
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。

善
行
第
六
の
蘇
瓊
譚
（
財
産
争
い
を
し
て
い
る
兄
弟
を
諭
す
）
も
「
假
令
得

田
地
失
兄
弟
心
如
何
」
な
ど
、
兄
弟
双
方
に
相
互
関
係
に
つ
い
て
問
う
て
お
り
、
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庾
袞
譚
（
伝
染
病
の
兄
を
父
が
止
め
て
も
看
病
す
る
）
・
司
馬
光
譚
（
兄
に
父

の
よ
う
に
仕
え
た
）
な
ど
も
父
母
を
媒
介
と
す
る
関
係
性
（
己
―
父
母
―
兄
弟
）

と
い
う
よ
り
、
直
接
の
関
係
性
（
己
―
兄
弟
）
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
「
大
家
族
維
持
の
た
め
の
孝
」
は
、
「
兄
弟
（
甥
）
を
愛
す
る
こ

と
が
大
家
族
維
持
に
つ
な
が
る
」
た
め
に
大
家
族
と
い
う
範
囲
の
上
で
「
己
―

兄
弟
（
大
家
族
の
構
成
員
）
」
と
い
っ
た
直
接
関
係
に
お
い
て
発
動
す
る
も
の

で
、
「
父
母
が
愛
し
て
い
た
か
ら
弟
を
愛
す
る
」
、
つ
ま
り
「
己
―
父
母
―
弟
」

と
い
っ
た
、
父
母
を
介
し
た
関
係
性
と
は
別
に
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。た

だ
、

時
之
人
、
夫
妻
相
虐
、
兄
弟
為
讎
。
食
君
之
祿
而
令
父
母
愁
。
（
善
行
第

六
）

と
あ
る
の
は
、
「
兄
弟
の
争
い
」
は
「
父
母
の
憂
い
」
の
原
因
で
あ
る
と
読
め

る
。
こ
れ
は
「
己
―
父
母
―
兄
弟
」
の
関
係
と
い
え
る
が
、
「
食
君
之
禄
」
と

並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
忠
孝
に
反
す
る
」
こ
と
の
例
と
考
え
る
の
が

適
当
で
あ
ろ
う
。

嘉
言
第
五
に
は
、
「
待
父
母
之
犬
馬
、
必
異
乎
己
之
犬
馬
也
。
獨
愛
父
母
之

子
、
却
輕
於
己
之
子
、
甚
者
至
若
讐
敵
。
舉
世
皆
如
此
、
惑
之
甚
矣
」
と
い
う

文
章
が
兄
弟
関
係
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
の
並
び
で
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
朱
子
は
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
」
と
「
大
家
族
維
持
の
た
め
の

孝
」
と
を
区
別
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
た
だ
こ
れ
も
、
維
持
す
べ
き

「
大
家
族
」
に
「
犬
馬
」
や
「
冢
婦
」
「
介
婦
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

朱
子
は
、
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
」
を
「
大
家
族
維
持
の
た
め
の

孝
」
の
部
分
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
善
行
篇
第

章
の
朱
寿
昌
の
、

17

迎
其
同
母
弟
妹
以
歸
。
…
…
拊
其
弟
妹
益
篤
、
為
買
田
宅
居
之
。
其
於
宗

族
、
尤
盡
恩
意
、
嫁
兄
弟
之
孤
女
二
人
、
葬
其
不
能
葬
者
十
餘
喪
。
（
善

行
篇
第

章
）

17

に
関
し
て
も
、
「
朱
寿
昌
が
母
没
後
、
母
の
家
族
を
厚
遇
し
た
と
い
う
記
述
で

あ
る
。
母
亡
き
後
、
父
の
宗
族
に
対
し
て
も
、
母
の
子
（
異
父
弟
妹
）
に
対
し

て
も
、
丁
寧
に
面
倒
を
見
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
」
、
「
朱
熹
に
と
っ
て
は

朱
寿
昌
が
母
没
後
、
母
の
遺
し
た
家
族
に
対
し
て
も
手
篤
く
思
い
や
り
を
か
け

た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
三
章
第
一
節
で
確
認
し
た

（
二
）
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
」
が
関
わ
っ
て
く
る
」
（
一
七
三
頁
）

と
あ
る
。
異
父
弟
妹
は
宗
族
で
は
な
い
が
、
「
迎
其
同
母
弟
妹
以
歸
」
の
で
あ

る
か
ら
家
族
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
相
違
な
く
、
「
其
於
宗
族
」
と
同
列
に

語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
大
家
族
維
持
の
孝
」
と
い
っ
た
面
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
大
家
族
維
持
の
た
め
の
孝
」
は
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
」
を
包

含
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、
こ
う
し
た
宗
族
・
家
族
に
対
す
る
「
孝
」

に
関
し
て
、
「
父
母
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
」
と
「
大
家
族
維
持
の
た
め
の

孝
」
と
を
判
然
と
区
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
本
章
の
（
二
）「
父

母
の
愛
す
る
も
の
へ
の
敬
愛
」
と
い
う
分
類
に
は
疑
問
が
残
る
。
疑
問
の
一
。

『小学』よりみた朱子の孝観念に関する質問（佐野）
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三
、
諫
争
に
つ
い
て

父
母
へ
の
諫
争
に
関
し
て
、
「
朱
熹
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
多
く
の
訓
蒙
書

で
は
、
父
母
へ
の
諫
め
を
採
り
あ
げ
な
い
」
（
一
四
三
頁
）
、
「
父
母
へ
の
諫
め

は
、
孝
子
譚
と
し
て
は
非
常
に
少
な
く
、
宋
代
の
呂
本
中
『
童
蒙
訓
』
や
呂
祖

謙
『
弁
志
録
』
な
ど
で
は
話
題
と
さ
れ
な
い
」
（
一
五
六
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
朱
子
は
、
「
し
か
し
、
朱
熹
は
明
確
な
意
図
の
も
と
、
『
小
学
』

で
は
父
母
へ
の
諫
め
を
孝
の
こ
と
と
し
て
編
纂
し
た
の
で
あ
る
」（
一
五
六
頁
）

と
さ
れ
る
。

著
名
な
孝
行
譚
集
で
あ
る
孝
行
録
系
の
『
二
十
四
孝
』（
元
の
至
正
六
年
（
一

三
四
六
）
五
月
記
の
序
文
を
附
す
）
や
『
孝
行
録
』
、
『
太
平
御
覧
』
巻
五
一

九
引
『
孝
子
伝
』
な
ど
に
は
原
穀
（
原
谷
・
元
覚
）
の
諫
争
譚
を
載
す
。

孝
子
伝
曰
、
原
穀
者
、
不
知
何
許
人
。
祖
年
老
、
父
母
厭
患
之
、
意
欲
棄

之
。
穀
年
十
五
。
涕
泣
苦
諫
。
父
母
不
従
。
乃
作
輿
舁
棄
之
。
穀
乃
随
、

収
輿
帰
。
父
謂
之
曰
、
爾
焉
用
此
凶
具
。
穀
云
、
後
父
老
、
不
能
更
作
得
、

是
以
取
之
耳
。
父
感
悟
愧
懼
、
乃
載
祖
帰
侍
養
。
尅
己
自
責
、
更
成
純
孝
。

穀
爲
純
孫
。
（
『
太
平
御
覧
』
巻
五
一
九
）

『
小
学
』
の
構
成
と
し
て
、
明
倫
篇
は
、
「
『
小
学
』
明
倫
篇
で
は
、
父
母

に
対
す
る
諫
め
を
孝
（
父
母
の
親
）
の
こ
と
と
示
し
て
い
た
」
（
一
四
一
頁
）

と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
善
行
篇
は
、
「
孝
と
し
て
の
諫
め
の
話
は
少
な
く
、

善
行
篇
で
は
「
父
子
の
親
」（
孝
）
の
と
こ
ろ
に
は
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
」

（
一
五
五
頁
）
と
さ
れ
る
。
該
書
に
、
「
『
小
学
』
全
体
と
し
て
は
、
立
教
第

一
・
明
倫
第
二
・
敬
心
第
三
が
道
理
篇
、
稽
古
第
四
・
嘉
言
第
五
・
善
行
第
六

が
例
話
篇
に
相
当
す
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
」
（
九
六
頁
）
と
あ
る
こ

と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
諫
争
が
孝
で
あ
る
」
こ
と
は
、
道
理
と
し
て
示

さ
れ
て
は
い
て
も
、
原
穀
譚
の
よ
う
な
例
話
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。

宋
代
の
他
の
訓
蒙
書
で
（
孝
行
譚
集
で
は
採
り
あ
げ
る
）
諫
争
を
採
り
あ
げ

な
い
の
は
な
ぜ
か
。
朱
子
『
小
学
』
は
採
り
あ
げ
る
の
か
。
ま
た
、
採
り
あ
げ

方
と
し
て
、
経
書
か
ら
の
引
用
（
道
理
）
の
み
で
諫
争
を
扱
っ
た
孝
行
譚
（
例

話
）
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
（
君
へ
の
諫
争
譚
は
善
行
第
六
に
汲
黯
譚
が
あ
る
）
。

疑
問
の
二

○
著
者
応
答

「
疑
問
の
一
」
に
つ
い
て
「
大
家
族
維
持
の
た
め
の
孝
」
と
い
っ
た
観
念
を

朱
熹
が
持
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
四
十
一
歳
の
執
筆
と
さ
れ
る
『
家
礼
』

（
『
文
公
家
礼
』
）
で
は
、
数
世
代
同
居
や
大
宗
を
は
っ
き
り
と
意
識
し
て
い

る
（
吾
妻
重
二
『
宋
代
思
想
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
参
照
）
。

『
朱
子
語
類
』
に
見
え
る
次
の
よ
う
な
発
言
も
大
宗
・
小
宗
を
前
提
と
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

余
正
甫
前
日
堅
說
一
國
一
宗
。
某
云
、
「
一
家
有
大
宗
、
有
小
宗
、
如

何
一
國
却
一
人
。
」
渠
高
聲
抗
爭
。
某
檢
本
與
之
看
、
方
得
口
合
。
（
『
朱

子
語
類
』
巻
九
十
・
第

条
）

58

「
一
国
一
宗
」
と
主
張
す
る
余
正
甫
に
対
し
、
朱
熹
は
「
一
家
に
大
宗
・
小

宗
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
一
国
が
一
人
（
一
宗
）
だ
け
と
な
ろ
う
か
」
と
言

う
。
た
だ
、
大
家
族
維
持
の
孝
と
い
う
観
念
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
大
家
族
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維
持
の
孝
を
前
提
と
し
て
孝
を
体
系
的
に
と
ら
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
異

な
り
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
拙
著
で
は
呉
訥
集
解
・
陳
祚
正
誤
・
陳

選
増
註
『
小
学
集
注
大
全
』
の
次
の
指
摘
を
大
い
に
参
考
に
し
て
い
る
。

…
…
次
五
章
〔
明
倫
・
第

～

章
〕
、
明
廣
愛
敬
之
禮
、
次
三
章
〔
第

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

16

20

～

章
〕
明
諫
過
之
禮
、
次
二
章
〔
第

・

章
〕
明
侍
養
疾
病
之
禮
、

21

23

24

25

次
二
章
〔
第

・

章
〕
明
謹
身
之
禮
、
次
六
章
明
祭
享
大
意
。
人
之
善

26

27

莫
大
於
孝
、
故
次
三
章
〔
第

～

章
〕
皆
言
孝
親
之
道
、
其
不
善
莫
大

28

30

於
不
孝
、
故
以
後
三
章
〔
第

～

章
〕
警
之
於
末
焉
。

31

33

※
〔

〕
は
松
野
の
補
注

明
倫
篇
「
父
子
之
親
」
後
半
の
孝
・
祭
祀
に
も
注
目
す
る
分
類
で
あ
る
が
、

第

～

章
は
「
明
廣
愛
敬
之
禮
」
と
概
括
す
る
。
朱
熹
が
ど
の
よ
う
に
考
え

16

20

て
い
た
か
明
確
に
分
か
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
受
け
と

め
た
い
。

「
疑
問
の
二
」
の
諫
諍
を
採
り
あ
げ
な
い
理
由
は
、
明
記
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
宋
代
の
道
学
者
が
君
へ
の
諫
め
は
（
君
臣

の
義
と
し
て
）
多
々
論
じ
て
い
る
が
、
父
母
へ
の
諫
め
は
ほ
と
ん
ど
採
り
あ
げ

な
い
。
当
時
の
感
覚
と
し
て
そ
う
い
う
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
し
か
分
か

ら
な
い
。

『小学』よりみた朱子の孝観念に関する質問（佐野）


